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【第二学区まちづくり振興協議会総会】

　4 月から余目第二公民館は「庄内町余目第二まちづくりセンター」に名称を変
更しスタートしました。これまでの公民館がどう変わるのか心配していた方もい
たと思います。「第二学区まちづくり振興協議会」が指定管理者として運営を担う
ことになりますが、公民館時代と大きな変更はありません。「創造の館」としての
創作活動や社会教育・生涯学習事業を継承していきます。また、新たな部会「自治・福祉部会」「教育・
青少年部会」「文化・スポーツ部会」で、これまでの公民館事業を実施していきます。
　さて、2 年以上続くコロナ禍の中で、日常活動の制限や各集落の自治会の多くの行事・事業が中止
になりました。行事を通しての世代間、住民同士の交流機会も少なくなり、つながりも希薄になりつ
つあると感じていると思います。一方少子高齢化社会の中で、暮らしを取り巻く様々な課題もありま
す。対応を行政にお願いすることはもちろんですが、「今自分たちで、地域で出来ることはないか」
動き始めることが大事です。その取り組み・活動が「地域でつながる」ことの大切さを実感でき、地
域の活性化にもつながります。
　まずはコロナが収束し、住民のみなさんと関われる多くの事業が実施できることを期待したいと思
います。第二まちづくりセンター（第二まちセン）も、今以上に気軽に立ち寄れる施設運営に努めます。
　第二学区まちづくり振興協議会長という大役を仰せつかりました。新しい組織の船出、不安もあり
ますが、労をいとわず〈やる気〉〈元気〉〈根気〉で頑張りますので、学区の皆さんのお力添えを是非
ともよろしくお願いします。

「つながる地域に」「つながる地域に」 第二学区まちづくり振興協議会　
　会 長　池 田　幹 夫

【三団体合同総会】
「第二学区地域づくり会議」
「第二学区部落公民館連絡協議会」
「青少年健全育成第二学区会議」

は、「第二学区まちづくり振興協議会」
に統合し『解散』となりました。

行政区
駅 　 　 前
東 一 番 町
上 朝 丸
緑 　 　 町
幸 　 　 町
常 　 　 万
余 目 新 田
上 堀 野
中 堀 野
大 　 　 野
田 　 　 谷
西 小 野 方
近 江 新 田
吉 　 　 岡
生 　 　 三
島 　 　 田
払 　 　 田
茗 荷 瀬

公民館長
   奥山　賢一

本間　　功
○阿部　義幸
　沖野　丈朗 

梅澤　敏彦
樋渡　　亘
佐藤　吉弘
渡部　勇一

　髙橋　克巳 
大沼　　誠
若松　正男
渡部　喜弘
伊藤　久夫
大滝　敬一
藤原　　聡
遠藤　孝喜
池田　　茂
松浦　　仁

主事
奥山　賢一

○田桑　　秀
國分　浩実
阿部　祐士
鈴木　喜巳
齋藤　義徳
渡部　敏彦
菅原　国昭
五十嵐　晃
佐藤　義則
佐藤　　剛
佐々木　司
日向　　勉
髙橋　　博
藤原　　聡
遠藤　　聡
池田　　徹
佐野　　茂

◆部落公民館長・主事　　○代表
行 政 区
駅　　前
東一番町
上 朝 丸
緑　　町
幸　　町
常　　万
余目新田
上 堀 野
中 堀 野

自治会長
安藤　政則

 〇齋藤　正典
中野　俊一
大瀧　孝博
日野　正晴

◎日野　秀雄
渡部　　巧
菅原　俊雄
土屋　琢哉

行 政 区
大　　野
田　　谷
西小野方
近江新田
吉 　 岡
生　　三
島　　田
払　　田
茗 荷 瀬

自治会長
大沼　　薫

　佐藤　直志
阿部　吉春
伊藤　久夫
大滝　敬一
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遠藤　孝喜

〇佐々木　弘
　岡部　善一

◆自治会長会　　◎会長　○副会長

第二学区まちづくり振興協議会 役員一覧
令 和 ４ 年 度

お忘れ物はないですか？

7月19日（火）

清掃休館日のお知らせ

令和3年度分を処分しますので、お心当
たりのある方はご連絡ください。 

センター内の清掃作業を行いますので終
日閉館です。ご迷惑をおかけしますが、
ご協力をお願いします。  

お世話になりました
係　長　門脇　仙枝

　かつて経験したことのないコロナ

対策、実現したセンター化、指定管

理者制度導入。まさに大きな変革の中、怒涛のよ

うに過ぎ去った日々…今では懐かしく、そして地

域の皆様から支えて頂いた四年間でした。

　敷地内の桃の花が満開の頃、皆様のパワーと笑

顔も満開のことと思いを馳せ

ています。心から、ありがと

うございました。

中 止 の お 知 ら せ

上記事業は、コロナウイルス感染拡大防止の為
開催は中止になりました。  

6/5（日）  町民運動会
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第二学区まちづくり振興協議会　新年度抱負

　前第二公民館より引
き続きお世話になって

おります。魅力的な地域づくりのた
め、継承することや新たなチャレン
ジすることなど、未来を見つめなが
ら、集落や地域全体で検討し進め
ていくお手伝いをさせていただきた
いと思います。地域の方々にとってよ
り良い施設になるよう努めて参ります
ので、どうぞ宜しくお願い致します。

事務局員
宇治　綾子（表　町）

　４月からお世話に
なっております。５年

ぶりの第二学区での勤務となり、戸
惑うこともありますが、新しい体制
のもと心機一転、みなさんのお役に
立てるようがんばります。みなさんに
親しまれ、気軽に立ち寄っていただ
けるまちづくりセンターにしたいと
思っています。どうぞよろしくお願い
いたします。

事務局員
佐藤　小春（上朝丸）

　今年度４月１日から
集落支援員としてお世

話になっています。地方のいたると
ころで、少子高齢化、担い手不足等
様々な課題を抱え苦労しています。
庄内においても同じような状況にあ
る中、この町が前に・次に繋いでい
けるよう、地域の皆様と共に考え、
活動してまいりたいと思います。よろ
しくお願い致します。

集落支援員
髙橋　　悟（酒田市）

柿崎　　豊（上朝丸）

佐藤　　孝（幸　町）

池田　得夫（払　田）

～まちづくり推進員～
佐藤　清一（槇　島）

佐藤　直志（田　谷）

～管理人～

令和4年度　余目第二まちづくりセンター事業・活動予定

第二学区まちづくり振興協議会　副会長  大瀧　孝博
　少子高齢化が進もうと進むまいと、国や１地方行政の財政が逼迫していよう
がいまいが、常に住民が安心して生き生きと暮らせる環境が何より大切、地域
の知恵を最大限に生かして課題解決への貢献を目指したい。「虹を見たいなら
雨をがまんしなければならない」と言いますが、しっかりと時代を見据え新組

織と共に急がず、焦らず、諦めず、公民館時代からの地域創生の本質を踏みしめ、微力ながらがん
ばっていきたいと考えています。ご指導ご鞭撻何卒よろしくお願い申し上げます。

第二学区まちづくり振興協議会　副会長  遠藤　孝喜
　令和４年４月１日、待ちに待った余目第二まちづくりセンターがオープンし
ました。皆さんは、何を期待しますか？どう地域づくりを進めたらいいです
か？今までの第二公民館ではありません。そうです！みんなの為の施設です。
地域の住民が一丸となって、出来る事業は何かを、みんなで持ち寄り協議・検

討し実施したいと思っています。皆様方からのご支援と、ご協力をよろしくお願いいたします。

第二学区まちづくり振興協議会　事務局長  小林　重和
　この度、第二学区まちづくり振興協議会の事務局長の任を仰せつかることに
なりました小林重和と申します。第二公民館は、４月から施設名が「庄内町余
目第二まちづくりセンター」と変更となり、スタッフも一新いたしましたが、
創造の館として特色のある施設機能を活かした創作活動、社会教育及び生涯学

習の拠点として、これまで行ってきた事業・活動を継承すると共に、『地域の茶の間』として気軽
に立ち寄られるような雰囲気作りに努め、皆様が気持ち良くご利用して頂けるよう精一杯努めて参
りますので、どうぞ宜しくお願い致します。

〇文化・スポーツ部会〇文化・スポーツ部会
☆６/５(日)　町民運動会　（今年度は中止）

☆８/28(日)　親善グラウンド・ゴルフ交流大会
☆９/７(水)　陶芸講座　第Ⅰ弾　～全４回～

☆11/２(水)～11/６(日)　第１回　第二学区芸術祭（仮称）
☆11/26(土)　陶芸講座　第Ⅱ弾　～全３回～

☆通年　芸術作品展示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　  ≪創作活動に励んでいる皆さんの作品を展示します≫

☆  移動公民館　集落オリジナル学習会

☆  部落公民館活動情報交換

R3年度　陶芸講座第Ⅱ弾

〇自治・福祉部会〇自治・福祉部会
☆４/３(日)　せせらぎ広場維持管理事業
☆６月下旬　 こころのふれあい事業　　　　　　　
　　　　　　  ～視察研修＆さくらんぼ狩り～

☆10/20(木)　利用者懇談会
☆11/25(金)　高齢者福祉事業　　　　　　　　　　
　　　　　　  ≪レクリエーション・研修会等≫

☆  広報「あゆみ」発刊・HPの作成
☆R５/１/６(金)　新春懇談会　

R4.4.3　せせらぎ広場清掃

☆５/14(土)　家庭教育事業「わくわく親子塾」　～全4回～　
　　　　　　 ≪二小1～3年生の親子対象の体験活動≫　
☆５/21(土)　青少年教室「JYA元気っ子クラブ」　～全4回～
　　　　　　 ≪二小4～6年生対象の体験活動≫

☆７/21(木)　あいさつ標語・通学路安全対策事業
☆  放課後子ども教室「にこっと」
☆６/23(木)　男の厨房　～全4回～　　　　　　　　　　　
　　　　　　 ≪食と栄養を学び、家事参加に挑戦！≫

☆  ボランティアジュニアスタッフ「Niko楽」　　　　　
　　　　　　 ≪センター事業に協力・ボランティア活動≫　

R3年度　わくわく親子塾

〇教育・青少年部会〇教育・青少年部会
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討し実施したいと思っています。皆様方からのご支援と、ご協力をよろしくお願いいたします。

第二学区まちづくり振興協議会　事務局長  小林　重和
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【第二学区まちづくり振興協議会総会】

　4 月から余目第二公民館は「庄内町余目第二まちづくりセンター」に名称を変
更しスタートしました。これまでの公民館がどう変わるのか心配していた方もい
たと思います。「第二学区まちづくり振興協議会」が指定管理者として運営を担う
ことになりますが、公民館時代と大きな変更はありません。「創造の館」としての
創作活動や社会教育・生涯学習事業を継承していきます。また、新たな部会「自治・福祉部会」「教育・
青少年部会」「文化・スポーツ部会」で、これまでの公民館事業を実施していきます。
　さて、2 年以上続くコロナ禍の中で、日常活動の制限や各集落の自治会の多くの行事・事業が中止
になりました。行事を通しての世代間、住民同士の交流機会も少なくなり、つながりも希薄になりつ
つあると感じていると思います。一方少子高齢化社会の中で、暮らしを取り巻く様々な課題もありま
す。対応を行政にお願いすることはもちろんですが、「今自分たちで、地域で出来ることはないか」
動き始めることが大事です。その取り組み・活動が「地域でつながる」ことの大切さを実感でき、地
域の活性化にもつながります。
　まずはコロナが収束し、住民のみなさんと関われる多くの事業が実施できることを期待したいと思
います。第二まちづくりセンター（第二まちセン）も、今以上に気軽に立ち寄れる施設運営に努めます。
　第二学区まちづくり振興協議会長という大役を仰せつかりました。新しい組織の船出、不安もあり
ますが、労をいとわず〈やる気〉〈元気〉〈根気〉で頑張りますので、学区の皆さんのお力添えを是非
ともよろしくお願いします。

「つながる地域に」「つながる地域に」 第二学区まちづくり振興協議会　
　会 長　池 田　幹 夫

【三団体合同総会】
「第二学区地域づくり会議」
「第二学区部落公民館連絡協議会」
「青少年健全育成第二学区会議」

は、「第二学区まちづくり振興協議会」
に統合し『解散』となりました。
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お忘れ物はないですか？

7月19日（火）

清掃休館日のお知らせ

令和3年度分を処分しますので、お心当
たりのある方はご連絡ください。 

センター内の清掃作業を行いますので終
日閉館です。ご迷惑をおかけしますが、
ご協力をお願いします。  

お世話になりました
係　長　門脇　仙枝

　かつて経験したことのないコロナ

対策、実現したセンター化、指定管

理者制度導入。まさに大きな変革の中、怒涛のよ

うに過ぎ去った日々…今では懐かしく、そして地

域の皆様から支えて頂いた四年間でした。

　敷地内の桃の花が満開の頃、皆様のパワーと笑

顔も満開のことと思いを馳せ

ています。心から、ありがと

うございました。

中 止 の お 知 ら せ

上記事業は、コロナウイルス感染拡大防止の為
開催は中止になりました。  

6/5（日）  町民運動会
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